
みんなのつどい
山口教区仏教婦人会連盟

参加費：￥1,000
未就学児無料
会場受付にて

山口別院 本堂

5月9日（金）13：30～（受付 12：30）日時

会場

第1部

講 演

金子みすゞ記念館 館長
矢崎 節夫 氏

シンガーソングライター
ちひろ 氏

コンサート
「みすゞさんのまなざし」 「明るいほうへ」

第2部

コンサート終了後にトークセッション＆質疑応答タイム

みんなちがって、みんないい。

～金子みすゞさんの「まなざし」を通して、浄土真宗のみ教えを感じる時間を～

申込み

・お申込みはQRコードか裏面の申込用紙にて
・本会は組・単位会単位でのとりまとめではなく
個人でのお申込みとなります

・仏婦会員に限らず、どなたでも参加可能です
お問い合わせ：山口教区仏教婦人会連盟

℡：083-973-4111（代表）

申込締切：4月30日 定員：300名
※先着順（締切日前でも定員に達し次第締切）



矢崎節夫●やざきせつお

昭和22（1947）年、東京生まれ。早稲田大学文学部卒業。大学在学中より童謡･童話の世界を志し、童謡詩人
佐藤義美、まど･みちおに師事。昭和57（1982）年、童話集『ほしとそらのしたで』（フレーベル館）で、第12回赤い
鳥文学賞を受賞する。童謡・童話の世界で活躍し、著書多数。
自身の創作活動の傍ら､学生時代に出会った1編の童謡「大漁」に衝撃を受け､作者である金子みすゞの作品を
探し続ける。16年ののち、実弟が持っていた遺稿にたどりつき、『金子みすゞ全集』（JULA出版局）として出版、以
後その作品集の編集・出版に携わっている。特に、長年の調査の集積として執筆した『童謡詩人金子みすゞの
生涯』（JULA出版局）においては、平成5（1993）年、日本児童文学学会賞を受賞している。
全国各地で講演を行い、金子みすゞの甦りと広がりを伝える。小中学校に赴き、子どもたちにみすゞのまなざし
を語ることも多い。また、呼びかけにより、ネパールにみすゞの名前を冠した小学校が建設、東日本大震災の折
には募金活動を行い、岩手・宮城・福島の3県の小中学校に金子みすゞの詩集を送るなど、さまざまな活動を
行っている。
平成15（2003）年4月、金子みすゞ記念館（山口県長門市）の館長に就任。
平成26（2014）年、「金子みすゞ甦り」に努めた業績と、童謡集『うずまきぎんが』（JULA出版局）が評価され、第
13回童謡文化賞受賞。令和3（2021）年には、長年の児童文化への貢献により、第60回児童文化功労賞受賞。

ちひろ（シンガーソングライター・ラジオパーソナリティ）

長門市公認「金子みすゞアンバサダー」
金子みすゞの詩に作曲し歌い語るメッセージシンガー
2023年「第17回世界仏教婦人会大会」記念公演に出演
2024年「第63回中・四国地区仏教婦人会大会」記念法話として出演
歎異抄や九條武子さまの和歌に曲をつけた作品、NHK横浜放送局のラジオ番組「はま☆キラ！」のテーマ曲、
NHK旭川放送局の番組BGM、阿武小学校や龍谷総合学園の加盟校でもある岐阜聖徳学園高等学校の校歌の
作詞作曲を手がける。
広島東洋カープ公式試合（マツダスタジアム）にて国歌斉唱を務めた。
念仏者と呼ばれ、電子顕微鏡及びウィルス学の権威であった故・東昇（ひがしのぼる：1912～1982／京都大学
名誉教授・紫綬褒章受章）の孫にあたる。山口県山口市出身 山口七夕ふるさと大使
《レギュラー番組 》
NHK中国5県放送「中国！ちゅーもく！ラジオYAMAGUTIC」
KRYラジオ「ちひろとみすゞTime」
コミュニティFM全国放送「みすゞさんと明るいほうへ」

金子みすゞ 本名金子テル

明治36（1903）年、山口県大津郡仙崎村（今の長門市）に生まれる。
大正末期から昭和の初期にかけて、すぐれた童謡詩を発表し、西條
八十に「若き童謡詩人の中の巨星」とまで称賛されながら、昭和5
（1930）年、26歳の若さでこの世を去った。童謡詩人・矢崎節夫の長
年の努力によって512編の遺稿がみつかり、没後50余年を経て、全
集として出版された。平成15（2003）年4月には、みすゞ生誕100年を
記念して、ふるさと長門市に「金子みすゞ記念館」が開館。全国から
みすゞファンが訪れ、感動を新たにしている。

【タイムスケジュール】
12：30 受付
13：30 開会式
13：50 講 演
14：45 コンサート
15：25 トークセッション

 質問コーナー
15：50 閉会式

写真提供：金子みすゞ著作保存会

切り取り

※いただいた情報は本会に関連した
ご案内以外の用途には使用いたしません

氏名 ℡

氏名 ℡

氏名 ℡

「みんなのつどい」申込用紙

記載欄不足の際は本書コピーにてご対応ください
申込み先：山口市小郡花園町３-７ 本願寺山口別院内

山口教区仏教婦人会連盟事務局
℡：083-973-4111（代表） FAX： 083-973-4631

「みんなのつどい」とは

山口教区仏教婦人会連盟では、一昨年より「若婦人のつどい」を改め、
どなたでもご参加いただける「みんなのつどい」を開催しています。

このたびは、金子みすゞ記念館館長の矢崎節夫氏、シンガーソングライターのちひろ氏を講師に迎え、
山口県出身の詩人である金子みすゞさんの生涯や執筆された童謡・詩に触れていきます。
その中で「お寺」や「浄土真宗のみ教え」がどのように私たちの人生と結びついていくのか

学び考える機会としていきたいと思います。
仏婦会員に限らずどなたでもご参加いただけます。どうぞお誘いあわせのうえ、ご参加ください。


	スライド 1
	スライド 2: 矢崎節夫●やざきせつお  昭和22（1947）年、東京生まれ。早稲田大学文学部卒業。大学在学中より童謡･童話の世界を志し、童謡詩人佐藤義美、まど･みちおに師事。昭和57（1982）年、童話集『ほしとそらのしたで』（フレーベル館）で、第12回赤い鳥文学賞を受賞する。童謡・童話の世界で活躍し、著書多数。 自身の創作活動の傍ら､学生時代に出会った1編の童謡「大漁」に衝撃を受け､作者である金子みすゞの作品を探し続ける。16年ののち、実弟が持っていた遺稿にたどりつき、『金子みすゞ全集』（JULA出版

